
へブル人への手紙 12 章 3～11 節 イエスの血潮による義 

皆さんおはようございます。今日の聖書箇所はへブル人への手紙 12章 3～11節ですが、この箇
所を礼拝の前に読んでみたという方はどれくらいいらっしゃるでしょうか？今日の説教のタイト
ルは「イエスの血潮による義」ですが、この「義」という単語が出てくるのは最後の 11節だけ
です。前持って今日の聖書箇所を読まれた方は、他の単語が目についたのではないでしょうか。
そうです、「訓練」です。今日は日本語の説教を英語に通訳していただくという普段ない説教で
すから、最初はその視点で、今日の聖書箇所における「訓練」という単語を見ておきたいと思い
ます。日本語話者も英語話者も、「へぇ、そうなんだ」と思ってもらえたらと嬉しいです。 

日本語で「訓練」というと、例えば避難訓練、軍事訓練、などがあります。どちらも何か技能的
なこと、できるようになることを意味しますね。日本語と英語が両方載っている聖書を持ってい
る方は見ていただきたいのですが、今日の聖書箇所での「訓練」という単語は英語では
“discipline”、規律やしつけ、自制を意味する単語が使われています。技能の訓練の話ではないの
です。へブル人への手紙はもともとギリシア語で書かれていますが、この箇所は”パイデイア”
（paideia）という単語が使われています。これは親が子に対してする、子が成熟した大人になる
ように行う訓練の意味です。パイデイアは聖書全体で 6か所使われていて、そのうち 4つは今日
の聖書箇所にあります。では残りの 2か所のうちの一つ、エペソ人への手紙 6章 4節をみてみま
しょう。「4父たちよ。自分の子どもたちを怒らせてはいけません。むしろ、主の教育と訓戒によ
って育てなさい。」ここで教育と訳されているのがパイデイアです。このように、今日の聖書箇
所にある「訓練」は、技術的な、技能の取得を目的とした訓練ではなく、親が子の成長・成熟の
ために科す訓練なのです。 

「訓練」の意味を捉えましたので、今日の聖書箇所を見ていきましょう。へブル人への手紙 12
章 3節です。「3あなたがたは、罪人たちの、ご自分に対するこのような反抗を耐え忍ばれた方の
ことを考えなさい。あなたがたの心が元気を失い、疲れ果ててしまわないようにするためで
す。」訓練の話に繋がって、著者が話すのはそこから逃げない、くじけないでいるにはどうした
らいいか、ということです。著者は、歯を食いしばって我慢しろとは言っていません。「耐え忍
ばれた方のことを考えなさい」と言っています。この方とは、どなたでしょうか？もちろん、直
前の 12章 2節にある「信仰の創始者であり完成者であるイエス」です。「ご自分の前に置かれ
た喜びのために、辱めをものともせずに十字架を忍んだ」イエスです。イエスを思えば心が元気
を失ったり疲れ果てたりしない、イエスを見よ、と著者は励ましているのです。 

へブル人への手紙は、ユダヤ人クリスチャンに向けて書かれたものと言われています。彼らはユ
ダヤ教に戻ろうとしていました。ユダヤ人クリスチャンは、ユダヤから来た人もローマから来た
人も、社会的、精神的に大きな迫害を受けていたと考えられています。イエスが律法と預言を成
就し、罪に打ち勝ち、永遠のいのちを与えてくださったという真理は、ユダヤ人にとしては受け
入れがたいもので、もとのユダヤ教に戻ろうとする圧力も大きかったことは想像に難くありませ
ん。そこでへブル人への手紙の著者はユダヤ人クリスチャンに対し、ベン牧師がこれまでされて
きたへブル人への手紙の説教シリーズのタイトルにあるように、イエスは優れたモーセであり、
優れた安息を与え、優れた大祭司であり、優れた契約であることなどを説いているのです。著者
は続いて、これまでの彼らの罪との戦いについて話します。4節「4あなたがたは、罪と戦って、
まだ血を流すまで抵抗したことがありません。」手紙の著者は、彼らがまだ徹底的に罪に対して
抵抗したことがないことを指摘しつつも、彼らを励まします。5～6節「５そして、あなたがたに



向かって子どもたちに対するように語られた、この励ましのことばを忘れています。『わが子
よ、主の訓練を軽んじてはならない。主に叱られて気落ちしてはならない。6主はその愛する者を
訓練し、受け入れるすべての子に、むちを加えられるのだから。』」冒頭話題にした訓練がでて
きました。神はクリスチャンを訓練されるのであり、それゆえ、神が与えられる訓練を軽んじて
はならないと著者ははっきりと述べています。よく、クリスチャンになれば神がこの世の問題や
苦労を全て解決してくれ、消えて無くなるのでは思う人もいますが、この聖句からもわかるよう
にそのようなことはなく、むしろ神から訓練が与えられるのです。5～6節のこの引用は箴言 3
章 11～12節から取られたものですが、次の個所に注目してください。「主に叱られて気落ちし
てはならない。主はその愛する者を訓練し」とあります。神からの訓練は厳しいものですが、ど
れほど厳しくてもそれは罪に対する罰ではありません。むしろ喜ばしいものなのです。7～8節を
見てみましょう。「7訓練として耐え忍びなさい。神はあなたがたを子として扱っておられるので
す。父が訓練しない子がいるでしょうか。8もしあなたがたが、すべての子が受けている訓練を受
けていないとしたら、私生児であって、本当の子ではありません。」この文脈における私生児と
本当の子の区別をしておきたいと思います。私生児は「正式な婚姻関係から生まれていない」と
いうことで、これはつまり父親の家における正規の相続権を持たない、家の後継者として認めら
れていないということを意味していました。当時のユダヤ社会では父親には子どもを訓練し教育
する責任があり、特に後継者である息子は、父からしつけや教育、家業や家名を継承する訓練を
受けるのが当然でした。この箇所を読んだへブル人への手紙の第一読者たちは、神が厳しい訓練
をくださるのは、自分達を本当の子として扱っているからだとわかりました。ガラテヤ人への手
紙 4章 4～7節にもこうあります。「4しかし時が満ちて、神はご自分の御子を、女から生まれた
者、律法の下にある者として遣わされました。5それは、律法の下にある者を贖い出すためであ
り、私たちが子としての身分を受けるためでした。… 7ですから、あなたはもはや奴隷ではな
く、子です。子であれば、神による相続人です。」神がくださる訓練は、罰ではありません。父
である神が私たちを愛するがゆえに、私たちの成熟のためにくださるものなのです。私生児と本
当の子の対比は、「父との真の関係にない者」と「父に愛され訓練される子」の対比であり、も
し訓練を受けていないとしたら神の子ではない、そう扱われていないということであり、危機感
を持つ必要があるのです。 

さて、そんな愛溢れる訓練をくださる神に、私たちはどう反応すべきでしょうか。9節を見てみ
ましょう。「9さらに、私たちには肉の父がいて、私たちを訓練しましたが、私たちはその父たち
を尊敬していました。それなら、なおのこと、私たちは霊の父に服従して生きるべきではないで
しょうか。」皆さんの中には父親を尊敬できないという人もいるかもしれません。私個人として
も、父親から訓練やしつけを受けたという記憶はあまりなく、母からばかりですが、教えられた
ことに感謝しています。もし父親から受けていたら、私は同じ尊敬を父親にしたと思います。肉
の父、この世の父に対してすら私たちは尊敬するのです。それならばなおさら、肉の父よりはる
かに偉大な霊の父、神には従っていくべきだと著者は述べているのです。 

私は今、5歳になる娘を育てています。子供にとって一番よいと思うものを選んでいるつもりで
す。幼稚園を決める時、プレ入園で 2つの幼稚園に行きました。2つとも異なる特色のある幼稚
園でしたが、私たち夫婦は今通っている幼稚園を選びました。もちろんもう一つの方を選ぶ親御
さんもいると思いますし、それでよいと思います。しかしどのような選択にせよ、私たち親は、
自分が良いと思うことに従って子供を訓練します。しかし神はそうではありません。10節をみて
みましょう。「10肉の父はわずかの間、自分が良いと思うことにしたがって私たちを訓練しまし



たが、霊の父は私たちの益のために、私たちをご自分の聖さにあずからせようとして訓練される
のです。」神は私たちの益のために、ご自分の聖さにあずからせるために私たちを訓練されるの
です。聖さにあずからせるということは、私たちが神の聖さを受け取る、つまりそれに近づくと
いうことです。私たちのためであり、神のためではありません。神は私たちにその聖さにあずか
らせることによって、ご自身が何かを得ようとされているのではありません。神は自存された方
です。私たちを含む被造物によって変わることはありません。ご自身のために何かを必要とされ
る方でもありません。マラキ書 3章 6節にこうあります。「6主であるわたしは変わることがな
い。そのため、ヤコブの子らよ、あなたがたは絶え果てることはない。」神が自存であるがゆえ
に私たちに約束された救いも変わることがなく、へブル人への手紙 11章にあるように私たちは
目には見えない希望、救いを確信できるのですが、そのような方が私たちを訓練されるのはただ
ただ私たちの益、しかも神が認める益のためなのです。先程、私を含むこの地上の親たちは、自
分たちが良いと思うことにしたがって子供を訓練していることをみました。神が良いとされるこ
とに繋がる、神によって与えられる訓練は、どれほど素晴らしく、どれほど間違いのないものか
は言うまでもありません。しかもそれは私たち親が子供にするようなごく短い期間だけ行われる
ものでもないのです。 

これまで見てきたように神からの訓練は素晴らしいものです。しかし、だからといって楽しいも
のでは決してありません。12節をみてみましょう。「すべての訓練は、そのときは喜ばしいもの
ではなく、かえって苦しく思われるものですが、」「全ての訓練が」です。「訓練の中には苦し
いものがある」ではありません。神からの訓練は私たちの益のため、神の聖さにあずかるよう罪
人である私たちを成熟・成長させるものなので、苦しくて当然なのです。ところで、もし神から
の訓練が神の聖さに私たちをあずからせるためのものならば、その訓練は私たちには到底耐えら
れないものだったりしないのでしょうか？ローマ人への手紙 3章 10節にあるように「10義人は
いない。一人もいない」のです。私たちの罪ゆえに、神の義の基準は私達から見て遥か高みにあ
ります。「それなら私たち人間には、神の訓練は耐えることができないのではないか」、そんな
風に思われるかもしれません。ここでもう一度 12章 3節を見てください。「あなたがたは、罪
人たちの、ご自分に対するこのような反抗を耐え忍ばれた方のことを考えなさい」イエスは私た
ち罪人から与えられた苦痛を耐えきりました。これを聞いて「イエスは神であり、私たちと違う
のだから耐えられたのだ」と思う人もいるかもしれません。確かにイエスは完全なる神ですが、
同時にヨハネの福音書 1章 1節、そして 14節にこうあります。「1初めにことばがあった。こと
ばは神とともにあった。ことばは神であった。（14節）14ことばは人となって、私たちの間に住
まわれた。私たちはこの方の栄光を見た。父のみもとから来られたひとり子としての栄光であ
る。」イエスは完全に神でありながら、完全に人です。人だという意味で私たちと同じです。そ
の人であるイエスが、神への完全な服従によって苦難を耐えきったのです。もはや「イエスは神
だから耐えられたのだ」などという言い訳はできません。私たちもイエスを見て、心が元気を失
わず、疲れ果てないようにして、神の訓練を耐え忍ぶべきなのです。 

神の訓練によって鍛えられた結果が 11節にあります。「11すべての訓練は、そのときは喜ばしい
ものではなく、かえって苦しく思われるものですが、後になると、これによって鍛えられた人々
に、義という平安の実を結ばせます。」神による訓練によって私たちは練られていき、義という
平安の実を持ちます。ここでいう義とは聖さを意味し、平安とは神と共にいることができるとい
う喜びと充足です。神はその時の私たちが耐えられるぎりぎりの訓練を与えることもあります。
しかし最後には、神とのつながりという平安がもたらされます。そこに私たちを導くのはイエス



です。イエスが十字架で私たちの罪ゆえに血を流されたことで私たちは救いの御業にあずかるこ
とができ、この神による訓練を受けることができる本当の子となりました。そして訓練によって
義という平安に進むことができるのです。この訓練によって私たちが霊的な成熟に向けて進むこ
とを「聖化」といいます。聖化について、YIBCとそのメンバーが同意する教義と信条を明示し
ている「バプテスト信仰とメッセージ 2000」をみてみましょう。「聖化は、新生から始まり、
信仰者が神の目的のために聖別され、信仰者のうちに宿る聖霊の臨在と力によって、道徳的、ま
た霊的な成熟に向けて前進することが可能となる経験である。恵みにおける成長は、新生した人
の生涯にわたり継続するものである。」神の訓練は苦しいものです。そしてそれは生涯にわたり
続きます。ですが皆さん、喜びをもって耐え忍ぼうではありませんか。イエスのように走り切ろ
うではありませんか。それがユダヤ人クリスチャンだけでなく現代の私達にも語られ、励まさ
れ、求められることなのです。 

今ここにいて、まだイエスを救い主として受け入れていない人は、今日の話はクリスチャン向け
だなと思われたかもしれません。確かにへブル人への手紙の第一読者はユダヤ人クリスチャンで
すから、今日の聖書箇所もそういえるかもしれません。しかし御言葉、聖書に表された、神ご自
身による救いの計画はあなたにも示されています。この礼拝の後、どうぞ私や、教会員の皆さん
と話をしてください。どんなことでも構いません。きっとその会話を通じて、神があなたに語り
かけてくださるはずです。祈りましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Hebrews 12:3-11: Jesus brings a better righteousness 
Good morning, church! Today’s Bible verses are the Letter to Hebrews 12:3-11. I 
wonder how many of you read them before this worship today. The title of today’s 
sermon is “Jesus brings a better righteousness,” but the word “righteousness” appears 
only in verse 11, the final verse of today’s Bible verses. Those who read the Bible verses 
beforehand may have noticed another word that appears repeatedly: “discipline.” In 
Japanese, “Kunren.” Because today’s sermon is being interpreted from Japanese into 
English, I would like to begin by examining the meaning of the word “discipline / Kunren” 
in this passage. I’d be glad if both Japanese and English speakers thought, “Oh, that’s 
interesting.” 
 
The Japanese word “Kunren” often refers to acquiring skills, such as “Hinan Kunren” 
(evacuation drills) or “Gunji Kunren” (military training). However, in the English Bible the 
word used here is “discipline,” referring to correction, instruction, and self-control 
rather than technical skill. Hebrews was originally written in Greek, and a Greek word 
used here is “paideia” (παιδεία, /paɪˈdeɪ.ə/). It refers to the training and instruction 
parents give to their children so that they may become mature adults. Thus, the 
discipline in Hebrews 12 is not skill training but loving parental discipline intended for 
growth and maturity.  
 
Having clarified that meaning, let’s look at Hebrews 12:3: “3Consider him who endured 
from sinners such hostility against himself, so that you may not grow weary or 
fainthearted.” The author is telling how believers can endure discipline without giving up. 
He does not tell them merely to grit their teeth and endure. He says, “Consider him who 
has endured.” Who is this person? Of course, it is Jesus, “the founder and perfecter of 
faith,” mentioned in the immediately preceding verse, Hebrews 12:2. It is Jesus who “for 
the joy that was set before him endured the cross, despising the shame,” The author is 
encouraging readers to think of Jesus so that we may not lose heart or become weary. 
Look to Jesus. 
Hebrews was most likely written to Jewish Christians. They faced severe social and 
spiritual pressure and were tempted to return to Judaism. It is not difficult to imagine 
that the truth that Jesus fulfilled the Law and the Prophets, conquered sin, and gave 
eternal life was hard for the Jews to accept, and that there was great pressure on them 
to return to Judaism. Therefore, the author of Hebrews teaches the Jewish Christians 
that Jesus is a better Moses, gives a better rest, is a better High Priest, and is a better 
covenant etc., as seen in the titles of Pastor Ben's sermon series on Hebrews. The 
author then continues by speaking about their struggle against sin up to that point. 
Verse 4 says, “4In your struggle against sin you have not yet resisted to the point of 
shedding your blood.” The author acknowledges their struggle while encouraging them 
further. The author of the letter encourages them, while pointing out that they have not 
yet resisted sin to the point of shedding their blood. Verses 5‒6 say: “5And have you 
forgotten the exhortation that addresses you as sons? ’My son, do not regard lightly the 
discipline of the Lord, nor be weary when reproved by him. 6For the Lord disciplines the 
one he loves, and chastises every son whom he receives.’” The word “discipline” that I 
mentioned at the beginning appears here. God disciplines Christians, and therefore the 
author clearly states that they must not take lightly the discipline that God gives. Some 
people think that once they become Christians, God will solve all the problems and 
hardships of this world and make them disappear. However, as we can see from this 
passage, that is not the case. Rather, God gives discipline to His people. This quotation 



in verses 5‒6 is taken from Proverbs 3:11‒12. Please pay attention to this part: “… nor 
be weary when reproved by him. For the Lord disciplines the one he loves.” God's 
discipline is severe, but no matter how severe it may be, it is not punishment for sin. 
Rather, it is something to be welcomed with joy. Verses 7-8 continue: “7It is for discipline 
that you have to endure. God is treating you as sons. For what son is there whom his 
father does not discipline? 8If you are left without discipline, in which all have 
participated, then you are illegitimate children and not sons.” I would like to make a 
distinction between an illegitimate child and a true son in this context. An illegitimate 
child was one who was “not born within a lawful marriage.” This meant that he did not 
possess the legal right of inheritance in his father's household and was not recognized 
as the heir of the family. In Jewish society at that time, a father had the responsibility to 
discipline and educate his children. In particular, it was natural for a son who was the 
heir to receive discipline, education, and training from his father in order to inherit the 
family business and family name. The first readers of Hebrews would have understood 
from this passage that the reason God gives severe discipline is that He is treating them 
as true sons. Galatians 4:4‒7 also says:“4But when the fullness of time had come, God 
sent forth His Son, born of woman, born under the law, 5to redeem those who were 
under the law, so that we might receive adoption as sons. ... 7So you are no longer a 
slave, but a son; and if a son, then an heir through God.” The discipline that God gives is 
not punishment. Rather, it is given by God our Father because He loves us and desires 
our maturity. The contrast between an illegitimate child and a true son is the contrast 
between one who does not have a true relationship with the Father and one who is loved 
and disciplined by the Father. Therefore, if a person is not receiving discipline, it means 
that he is not God's child and is not being treated as such. This is something that should 
cause serious concern. 
 
Now then, how should we respond to God, who gives us such loving discipline? Let us 
look at verses 9:“9Besides this, we have had earthly fathers who disciplined us and we 
respected them. Shall we not much more be subject to the Father of spirits and live?” 
Some of you may feel that you cannot respect your father. Personally, I do not have 
many memories of receiving discipline or training from my father. Most of it came from 
my mother, and I am grateful for what she taught me. If I had received the same 
discipline from my father, I believe I would have shown him the same respect. We 
respect even our earthly fathers, the fathers of this world. If that is so, then all the more 
should we submit to God, the Father of spirits, who is far greater than any earthly 
father. This is what the author is saying. 
 
I am currently raising a five-year-old daughter. My wife and I try to choose what I 
believe is best for her. When it came time to choose a kindergarten for her, we attended 
trial programs at two different kindergartens. Both had their own distinctive 
characteristics, but we chose the one she is attending now. Of course, I think there are 
parents who would have chosen the other one, and that is fine as well. Whatever choice 
is made, we as parents train our children according to what we think is best. But God is 
not like that. Let us look at verse 10: “10For they disciplined us for a short time as it 
seemed best to them, but he disciplines us for our good, that we may share his 
holiness.” God disciplines us for our good and in order that we may share in His holiness. 
To share in His holiness means that we receive God's holiness, that is, that we grow 
closer to Him. This is for our sake, not for God's. God is not seeking to gain something 
for Himself by making us share in His holiness. God is self-existent. He is not changed 



by His creatures, including us. Nor is He one who needs anything for His own sake. 
Earthly fathers discipline their children according to what seems best to them. But the 
Father of spirits disciplines us for our benefit, with the purpose of making us share in 
His holiness. Malachi 3:6 says:“6For I the LORD do not change; therefore you, O children 
of Jacob, are not consumed.” Because God is self-existent and unchanging, the salvation 
that He has promised us also does not change. And, as Hebrews 11 teaches, we are 
able to be confident of the hope and salvation that we cannot yet see with our eyes. 
God, who is like this disciplines us solely for our benefit, and indeed for the benefit that 
He Himself recognizes as good. Earlier we saw that earthly parents, myself included, 
discipline their children according to what they think is best. It goes without saying, 
then, how wonderful and how free from error the discipline given by God must be, since 
it leads to what God Himself declares to be good. Moreover, it is not something that 
lasts only for a short period of time, as is the case with the discipline that parents give 
to their children. 
 
As we have seen so far, God's discipline is a wonderful thing. However, that does not 
mean that it is enjoyable. Let us look at verse 11:“11For the moment all discipline seems 
painful rather than pleasant...” Notice that it says “all discipline.” It does not say, “Some 
discipline is painful.” God's discipline is for our benefit, to mature and grow us as sinners 
so that we may share in His holiness. Therefore, it is only natural that it should be 
painful. But if God's discipline is meant to make us share in His holiness, would it not be 
something far beyond what we could possibly endure? As Romans 3:10 says, “10None is 
righteous, no, not one.” Because of our sin, God's standard of righteousness stands far 
above us. Someone might think, “Then surely God's discipline is too much for human 
beings to bear.” At this point, let us look once more at Hebrews 12:3:“3Consider him 
who endured from sinners such hostility against himself…” Jesus endured the suffering 
inflicted on Him by us sinners. Some may hear this and think, “Jesus endured it because 
He is God and therefore different from us.” Certainly, Jesus is fully God. But at the same 
time, John 1:1 and verse 14 say:“1In the beginning was the Word, and the Word was 
with God, and the Word was God… 14And the Word became flesh and dwelt among us, , 
and we have seen his glory, glory as of the only Son from the Father,” Jesus is fully God, 
and He is also fully man. In that sense, He is the same as us. And this man, Jesus, 
endured suffering through perfect submission to God. Therefore, we can no longer 
excuse ourselves by saying, “Jesus has endured because He is God.” We too should look 
to Jesus, so that we may not lose heart or grow weary, and we should endure God's 
discipline. 
 
The result of being trained by God's discipline is found in verse 11:“11For the moment all 
discipline seems painful rather than pleasant, but later it yields the peaceful fruit of 
righteousness to those who have been trained by it.” Through God's discipline, we are 
refined, and we bear the fruit of righteousness and peace. The righteousness spoken of 
here refers to holiness, and peace refers to the joy and fulfillment of being able to be 
with God. At times, God may give us discipline that stretches us to the very limit of what 
we can endure. Yet in the end, it brings the peace of fellowship with God. The One who 
leads us there is Jesus. Because Jesus shed His blood on the cross for our sins, we are 
able to partake in God's work of salvation, and we have become true children who can 
receive God's discipline. Through that discipline, we are able to move forward toward 
the peace that comes from righteousness. This process by which we advance toward 
spiritual maturity through God's discipline is called sanctification. Concerning 



sanctification, let us consider what the Baptist Faith and Message 2000, which sets 
forth the doctrines and beliefs affirmed by YIBC and its members, says:“Sanctification is 
the experience, beginning in regeneration, by which the believer is set apart to God’s 
purposes, and is enabled to progress toward moral and spiritual maturity through the 
presence and power of the Holy Spirit dwelling in him. Growth in grace should continue 
throughout the regenerate person’s life.” God's discipline is painful. And it continues 
throughout our lives. Nevertheless, brothers and sisters, let us endure it with joy. Let us 
finish the race as Jesus did. This is what was spoken to, encouraged, and required not 
only of the Jewish Christians, but also of us today. 
 
Some of you who are here today and have not yet accepted Jesus as your Savior may 
be thinking, “Today's message is for Christians.” Certainly, since the first readers of 
Hebrews were Jewish Christians, that may be true of today's passage. However, the 
plan of salvation revealed in God's Word, the Bible, has also been made known to you. 
After this service, please come and speak with me or with any of the members of this 
church. You may talk about anything. I am sure that, even through those conversations, 
God will speak to you. Let’s pray.  


